丹羽高等学校ナイターを利用の皆様へ

　ナイター施設をよりよく利用していただくため、下記のことを遵守してください。

１　開放許可の日及び時間

（１）利用時間は１単位時間を３時間とする。（原則）

　　ただし１夜間照明の点灯時間は、最大限２時間３０分とし、利用時間の延長は

　　認めない。

（２）利用時間については、清掃及び道具の整理等の時間を含むものとし、許可を

　　受けた時間内に利用を完了し退出すること。

２　夜間照明の点灯時間と使用料金および会場への利用方法

（１）照明できる時間は、原則として４・５・６・７・８・９月は、午後７時００

　　分～同９時３０分、１０・１１・１２・１・２・３月は、午後６時３０分～９

　　時００分までとするが、管理者の都合によって使用時間を短縮することがある。

（２）１回の使用料金は、１単位時間一律５，０００円とする。

　　使用中に降雨その他の理由で使用が不可能になったときは、使用した実費を時

　　間割りで徴収する。

（３）雨天または運動場の状態が悪く、使用が中止になったときは、翌月優先的に

　　貸し出すことを前提とし、返金しないことを原則とする。

（４）会場への利用方法は、使用の３０分前より必ず東門から入り、終了後も東門

　　より退出すること。　

３　夜間照明施設利用のための申し込み方法及び利用許可

（１）申し込みは、前月の第３土曜日の午前９時３０分～同１０時００分までとし、

　　丹羽高等学校施設利用希望受付用紙を事務局に提出する。

　　利用日時の重複のないときは、夜間照明施設利用許可申請書を提出し許可を受

　　ける。

（２）希望者が多く割り振りの不可能な場合は、毎月第３土曜日の午前１０時から

　　一斉に抽選会を行う。

　　ア　抽選会場において受付用紙を提出する。

　　イ　希望日の重複しているところのみ抽選を行う。

　　ウ　使用日の決定した団体は、夜間照明施設利用許可申請書と夜間照明使用

　　　　　料金を添えて事務局へ提出し、利用許可を受ける。

４　使用料の還付

　　すでに徴収した夜間照明使用料金は、次にあげる場合を除き還付しない。

（１）利用者が公用又は公共用に供するために許可を取り消されたとき。

（２）利用者が使用日前１０日までに、使用の取り消しを届け出たとき。

（３）利用者の原因によらない理由により、使用が不可能となり、又は使用を中止

　　しなければならなくなったとき。

５　清掃及び喫煙等火気使用

（１）使用後の清掃は確実に行い、あきかん・ゴミ等はすべて持ち帰るようにする

　　こと。

（２）敷地内における喫煙は、禁止とする。

６　登録証及び学校施設利用許可証

（１）登録証及び学校施設利用許可証は、使用する責任者が所持し、管理指導員に

　　提出する。

（２）登録証・許可書（証）を他の団体に貸与しないこと。

（３）登録証を紛失したら、速やかに運営委員会に連絡し、再交付の手続きをする

　　こと。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹羽高等学校開放運営委員会

